
話題６７ これでいいのだろうか？

～要塞の島「沖縄」・・・で～

「ギブ・ミー・チョコレート」。戦後の混乱期、米軍の軍事演習後のトラックの周囲に子

供たちが群がった。米兵が笑いながら、犬や猫に「餌」をばらまくかのように、食べ残し

の菓子類、食料等を投げ与えた。

平成生まれの子供たちには、想像の出来ない光景であろう。高度経済成長の恩恵により、

積まれたお菓子の中から、好きなお菓子を選ぶ時代の子供たちにとっては。

沖縄の青い海。釣りを趣味にする人にとっては、最高の安らぎの場である。釣り場、釣

り時、釣り道具、魚の「餌」、等々。工夫をこらして、その醍醐味を味わう。残念ながら

時代が大きく変わった。最も良い魚の「餌」は「お金」であった。釣り糸を垂れる必要も

なくなった。生活のために。

田舎の家の近くに、米軍の演習場があったがために演習の期間中は随分と怖い思いをし

た。夜半、いきなり演習中の米兵が家の戸を開け、ニョキッと顔を出すのである。危害を

加えることはなかったものの、その都度、祖母の懐に飛び込んだ。当時の沖縄の田舎の家

には鍵は無く、鍵をかける習慣もなかった。

人権意識は大きく変化した。１ドルが３６０円に換算された時代から、１ドルが１００

円以下になった。ドルの価値に反比例して、沖縄の人権意識は高まった。残念ながら、勝

手に扉が開けられることは無くなったが、空から軍用機が、扉が.落ちてくる。いまだに
占領下の時代は、終わってはいない。

「ギブ・ミー」。時代は大きく変化し、物質的には豊かになったにも関わらず、飽くな

き欲望の追究の心理を、「政治屋」は巧みに利用し続けた。「餌」をばらまいて、「餌」を

ちらつかせて、「票」を稼ぐ。政治の方程式である。戦後、一貫して採られたこの政治の

方程式は、人々の意識の根底に染みつき、教育の根幹をも変えた。

「公共投資は景気を刺激する」との公式も存在した。落とされた税金で、きれいな海岸

線が埋め立てられていった。２１世紀の森は、シャッター街を創り出したものの。それで

も自然は、沈黙を保っている。

美しい海岸線は、沖縄の宝である。自然は、怒っているのではないだろうか。こんなに

も美しい島が、「要塞の島」に変わっていくことを。染み付いた、「ギブ・ミー」の精神

を、洗い流すためにも。

静かに考えてみたい。１００年、いや、それ以上に、この沖縄の美しい自然を残すため

に。




